
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄建 NEWS 
令和４年 9月３０日発行 第３３４号 

私が、株式会社鉄建に入社し半年経ってみて、まずは、入社したての頃に比べて自分でで

きなかったことができるようになったことです。材料などわからないものは先輩方に聞き、優

しく教えていただきどんどん覚えることができました。また、クレーンの操作も初めは、材料を

揺らしてしまっていたが、先輩方の操作を見たり教えていただきだんだんとできるようになっ

てきました。次に人間関係です。私は、コミュ力がある方ではないのですが、色々話しかけて

いただいたりして、とても話しやすく、とても優しいと思いました。 
最後に、半年で色々な面で成長することができていると思うので、今後も成長していき、

今まで以上に会社に貢献していけるようにしたいです。          村田祐基 

入社してみて、思ったことはまず社会人がとても忙しいなと思ったことです。自分が想像し

ていたよりも大変なことが多くて、最初は本当に出来るのかなと思っていましたが、先輩方が

しっかりと教えてくださったので、今では少しずつですが、できるようになってきました。そして、

自分の責任感がとても大事だなと思いました。仕事をしていく中で、一つ一つの確認だった

り、人に物事を伝えるなど、自分の行動一つで色々かわってしまうので、そのようなところで

とても責任を感じました。大変なことも多いですが、仕事の中に楽しさもあるので、鉄建に入

れて良かったです。先輩方とも仲良くさせていただいて、みんなとても優しいなと思いました。 

まだまだ覚えることもありますが、これからも頑張っていきます。     山本晏嗣 

                               

入社して半年経ちました。最初は 1 つ 1 つの仕事に時間がかかり周りの方に手伝ってもら

うことが多かったですが、最近は自分で調べて解決する力がついてきたり、同じ仕事でも前

月よりも早く終わらせることができるようになったりと成長したなと思うことが増えてきまし

た。ですが、仕事が溜まると焦ってしまうことが多いので落ち着いて整理して仕事を進めてい

けるようになっていきたいです。 

これからまだまだたくさん知識をつけていかなければいけないので、わからないことはまず

自分で考えてから、質問をしてたくさんのことを覚えていきたいです。 

                               阿部久麗亜  

                                     

             
入社して半年が経ち、仕事にもだんだん慣れてきました。半年たって自分が成長したと感

じるところは、一日で行える仕事の量が初めの時よりも当たり前ですが、増えたところです。

初めのころは何をしたらいいかもわからず、言われたことをしていただけでしたが、今は少しは

自分で考えて行動できるようになったんじゃないかなと感じています。 

まだまだ分からないことだらけですが、わからないことをわからないままにせずたくさん自

分で考えて行動していけるようにこれから頑張っていきたいです。     杉本あおい 

村田祐基君・山本晏嗣君とも、

二人とも本当に仲が良く大きな

怪我もなく頑張って作業してくれ

ています。鋼材センターに新卒

の若い子が入ってくれて、少しは

若返ったのかなと思います。仕

事面では、任せた仕事はミスも

少なく一人でこなせるようになっ

てきましたし、最初は緊張もあっ

たと思いますが、お客様や営業

さんが鋼材センターに来た時に

も挨拶できるようにもなりまし

た。あとは、笑顔で挨拶できれば

最高だと思います。二人にはこ

れからも期待してます。 

いや、期待しかないです。      

              神 幸博    

入社したばかりの 2 人は顔に

【不安です】と書いていてこちら

も少し心配でした(笑) 

今では何かあれば 2 人で相談し

ながら進めていて少しずつ頼も

しい存在になっています。入社し

てもう半年…1 人で出来ること

は増えているけれど、まだ半年

…まだまだ覚えることはたくさん

あるので 2 人で力を合わせて頑

張ってほしいと思います！            

             竹田 智子 
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7/31 に阿寒カントリークラブにて釧路の人たちと合

同でゴルフコンペを行ってきました。 

帯広が暑いため涼しい場所でゴルフができると思って

阿寒まで行きましたが、当日の阿寒の最高気温はなんと

34 度となかなか阿寒では見られない全く涼しくない状況

でのゴルフとなりました。 

当日の目標としては 110 を切れればと思いながら早

坂常務と佐藤課長代理と一緒の組で回りましたが、1 ホ

ール目からパーという好調な滑り出しで始めることが出

来ました。 

ホールが進んでいき前半のスコアはなんと驚きの 43 で

内心まさかの 90 を切れてしまうのではと思ってしまい

ました。しかしそんなうまく進んでいくことはなく後半は

55と普段通りになり最終結果は98にて終了しました。

今期の目標である 100 切りは達成しましたが前半が良

かっただけに少し悔しかったです。 

 今後は普段から 100を切れるよう目指しつつ90も切

れたらいいなと練習等を頑張っていきたいと思います。 

                   内藤 大規 

 

 

 

著者 清水 潔 

今回読んだ本は、ジャーナリストの清水潔さんと言う

方が「日本を動かす」と言う志のもと、79 年～96 年に

かけて栃木県と群馬県で発生した 5 人の幼い少女が誘

拐殺害された事件（北関東連続幼女誘拐殺人事件）の真

相に迫り、冤罪を暴き出し、真犯人までを導き出すと言

う一連の事件を文章に残した物です。 

清水さんは、本件を事細かに調べていき、警察以上に

足を使い捜査方法の矛盾を洗い出して、結果犯人として

捕まった菅谷さんと言う方を無実と証明し釈放までこ

ぎつけます。が、そこで問題なのは、菅谷さんが刑務所

に入っていた期間は 17 年半にも及ぶことです。当時の

警察のずさんな捜査、見栄や体裁の為に犯人として晒上

げられた菅谷さんの人生を考えると、こんな事があって

良いのかと考えさせられました。と同時に、真犯人はま

だ捕まっていないと言うことに恐怖と憤りを感じずに

はいられませんでした。「ルパン」と名付けた真犯人に

目星を付けて情報を提出したが、警察は動いていないの

です。なぜか。過去に死刑判決を下し死刑執行をした 

事件までもが冤罪であったという 

事実を認めてしまうことになるか 

らと言う理由です。何とも情けない 

理由ですよね。 

この本は一度読んでもらった方 

が早いですね。面白かった、怖かっ 

ただけでは表しきれなくて、社会に 

おける不条理さなどを深く考えさせられ、知らないこと

はまだまだあると言うことに気づかされる、そんな一冊

です。        釧路営業所 須藤 明洋 

ソフトボール 


